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MaaSの環境問題への効果



自動車利用が更なるCO2排出を引き起こす

2現状を変えるアプリケーションとは？

■ 自動車から環境問題に繋がるCO2の悪影響

● 2020年度における日本のCO2排出量（10億4,400万トン）のうち、運輸部門からの排出量（1億

8,500万トン）は17.7％を占めている

● 地方民は、自動車を所有していないと買い物難民になっている現状がある

● 異常気象の発生や地域の気候特性の変化、海水面の上昇、生態系へ変化など悪影響をもたらし、健康

被害や食料生産や水資源の枯渇などが私たちの暮らしに直面する

■日本における各部門におけるCO2排出量

出典：国土交通省 出典：国土交通省
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■輸送量あたりのCO2の排出量（貨物）



世界初の交通サブスクリプションシステムの開発

■ シティバイク「Alepa-fillari」

3今後の課題とは？

● 2015年にフゖンランドで設立されたヘルシンキで「MaaS」実用化に成功したMaaS Global社は

MaaSゕプリWhimを開発している

● ゕプリ内でルート検索からチケット予約・決済まで一括で利用できる世界初の定額制料金体系を実現

● 鉄道やバス、カーシェゕリング、ラドシェゕ、レンタサクルなど移動サービスが一元管理され、

ゕプリを見せるだけで利用できる

● 各交通事業者のデータ連携や柔軟な料金設定や周辺地域との連携やインフラ整備が必要
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出典：Whim公式サト 出典：Alepa-fillari

■移動サービスを一元管理

■ MaaS Global社MaaSアプリ「Whim」



MaaSを普及させるために観光との連携へ

4日本でもMaaSを身近なものに

■ 日本での取り組み

● 自家用車が増えるほどお金が海外に流出するため、官民一体となってMaaSを推進する必要がある

● 国と自治体、企業が問題意識を共有し、緊密な連携をし、単に移動だけでなく、観光に関する一通り

のプロセスを一括で行えることを目指せる

● 日本では少子高齢化が進んでいるため、地域密着型の新たな移動のあり方を考えていくべきである

■ 世界各地域の自動車市場見直し

出典：左右ともにcar TREND
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■交通事業者のデータのオープン化



参考・補足：交通事業者のデータのオープン化
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画像/表/グラフ
（ 縦横比はオリジナルから変更NG ）

出典：デジタル庁



■ サステナブルレポートに関するお問い合わせ先： info@sfinter.com

● 本レポートに掲載された内容は作成日における情報に基づくものであり、予告なしに変更される場合があります。

● 本レポートに掲載された情報の正確性・信頼性・完全性・妥 当性・適合性について、いかなる表明・保証をするものではなく、一切の責任又は義務を負わないものとします。

● 本レポートの配信に関して閲覧した方が本レポートを利用したこと又は本レポートに依拠したことによる直接・間接の損失や逸失 利益及び損害を含むいかなる結果についても責任を負いません。

● 本レポートに関する知的所有権は株式会社サテゖスフゔクトリーに帰属し、許可なく複製、転写、引用等を行うことを禁じます。
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